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ま
え
が
き 

３
月
１１
日
の
大
地
震
に
お
い
て
、
本
校
生 

徒
は
全
員
無
事
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
震
災
で
は
多
く
の

方
が
被
災
し
、
多
数
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
３
月
１４
日
の
全
校
集
会
で
は
生
徒
及

び
職
員
全
員
で
黙
祷
い
た
し
ま
し
た
。 

本
校
は
、
給
水
シ
ス
テ
ム
・
校
舎
・
体
育

館
が
一
部
破
損
し
ま
し
た
。
ま
た
、
校
庭
の

西
側
中
央
部
は
、
お
よ
そ
３０
ｍ
×
２０
ｍ
の
楕

円
状
に
陥
没
し
ま
し
た
。 

プ
ー
ル
の
破
損
に
つ
い
て
は
、
修
復
不
可

能
と
の
こ
と
で
す
。
な
お
、
プ
ー
ル
に
貯
め

て
い
た
水
は
、
完
全
に
流
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
被
害
状
況
で
す
が
、
現
在
、

各
施
設
等
の
復
旧
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
は
、
震
災
以
前
に
行
わ
れ
た

行
事
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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ス
キ
ー
教
室
・
立
志
式
（
２
学
年
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
月
４
日
（
金
）・
５
日(

土)

の
一
泊
二
日
、 

猪
苗
代
ス
キ
ー
場
（
ヴ
ィ
ラ
・
イ
ナ
ワ
シ
ロ
） 

に
て
、
ス
キ
ー
教
室
と
立
志
式
を
開
催
し
ま 

し
た
。 

 

 

 
 

 

 

卒
業
生
を
送
る
会 

 

２
月
15
日
（
火
）
、
卒
業
を
迎
え
る
三
年
生

の
た
め
に
下
級
生
た
ち
が
企
画
し
ま
し
た
。 

映
画
「
ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー
」
や
下
級
生
の
演

技
等
を
鑑
賞
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

転び方の練習かな？ 立志式で家族からの

手紙を読み、感動して

涙ぐむ生徒がたくさん

いました。 

 

 

 

 
 

 

進
路
学
習
会
（
１
学
年
） 

 
 ３

月
１
日
（
火
）
、
一
年
生
対
象
の
進
路
学
習

会
「
働
く
人
の
お
話
を
聞
こ
う
」
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 演技をした 1,2 年生代表の

生徒たちが、ステージに並び

ました。 

花のアーチをくぐる 3 年生 



平成 23 年 3 月 18 日        学校通信  古  里            第 171 号 

当
日
は
、
８
会
場
に
分
か
れ
て
様
々
な
職

業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
の
お
話
を
直
接
聞
き

ま
し
た
。 

講
師
は
、
県
警
察
本
部
の
松
山
様
、
市
消

防
本
部
の
清
水
様
・
飯
島
様
・
高
田
様
・
大

塚
様
、
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
の
小
松

様
、
ホ
テ
ル
東
日
本
の
井
上
様
、
日
本
旅
行

の
吉
田
様
、
下
野
新
聞
社
の
小
林
様
、
な
か

よ
し
保
育
園
の
中
山
様
、
藤
井
脳
神
経
外
科

の
笹
沼
様
で
す
。
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

  
 

ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
（地
域
協
議
会
） 

今
年
度
は
５
回
ほ
ど
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
生
徒
と
一
緒

に
学
校
を
清
掃
し
ま
し
た
。
ト
イ
レ
も
ピ
カ

ピ
カ
で
す
。
卒
業
式
直
前
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
保
護
者

の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

な
お
、
本
校
の
地
域
協
議
会
活
動
は
、
「
地

域
の
力
」
と
い
う
便
り
を
発
行
し
て
皆
様
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
内
容
等
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。 

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
出
前
講
座

等
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す 

 
 
 

 

卒
業
式 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
10
日
（
木
）
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま 

れ
、
第
６４
回
卒
業
式
が
厳
粛
に
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。 

133
名
の
卒
業
生
は
、
参
列
者
全
員
の
温
か

い
拍
手
と
祝
福
を
受
け
な
が
ら
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

 

看護士 消防士 

新聞記者 
添乗員 

ブライダルプランナー 保育士 

自衛官 
警察官 

卒業証書を一人ひとりに

授与いたしました。 
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卒
業
式
の
式
辞
よ
り
（
抜
粋
） 

 
 
 

 
 

前
文
省
略 

 

さ
て
、
卒
業
の
は
な
む
け
に
、
こ
れ
か
ら 

人
と
し
て
成
長
す
る
た
め
の
、
二
つ
の
指
針

を
示
し
ま
す
。 

一
つ
目
は
、「
生
涯
学
び
つ
づ
け
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、「
学
び
」
と
い
う
も

の
を
、
机
上
の
勉
強
の
こ
と
だ
け
で
、
考
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。 

人
が
、
強
く
・
た
く
ま
し
く
・
賢
く
、
そ

し
て
、
心
や
さ
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
必

要
な
こ
と
す
べ
て
を
、
謙
虚
な
心
で
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

今
年
の
入
学
式
で
話
し
た
次
の
言
葉
を
覚

え
て
い
ま
す
か
。 

「
認
識
は
、
行
動
を
つ
く
り
、
行
動
は
習

慣
を
つ
く
り
、
習
慣
は
性
格
を
つ
く
り
、
性

格
は
人
格
と
な
り
、
人
格
は
運
命
を
拓
く
」

と
い
う
言
葉
で
す
。 

学
ん
で
得
た
こ
と
を
実
践
し
、
身
に
付
い

た
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
血
と
な
り
肉
と
な
っ

て
、
人
と
し
て
の
大
き
な
成
長
の
糧
と
な
る

の
で
す
。 

少
し
ず
つ
で
も
い
い
の
で
す
。
自
分
に
と

っ
て
、
一
番
よ
い
方
法
で
、
様
々
な
こ
と
を

学
び
続
け
て
く
だ
さ
い
。 

二
つ
目
は
、「
前
向
き
に
生
き
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

人
間
、
失
敗
は
つ
き
も
の
で
す
。
完
璧
な

人
間
な
ど
い
ま
せ
ん
。
失
敗
し
た
ら
、
次
に

失
敗
し
な
い
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 と

く
に
、
人
間
関
係
づ
く
り
の
失
敗
な
ど

は
、
大
き
な
心
の
痛
手
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
人
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

他
の
人
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、

心
の
持
ち
方
し
だ
い
で
自
分
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
す
。
他
に
責
任
を
転
嫁
す
る

だ
け
で
物
事
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
、
失
敗
を
く
よ
く
よ
と

悩
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
と
い
う
の

は
山
あ
り
谷
あ
り
で
す
。 

も
し
、
前
途
に
苦
し
く
つ
ら
い
こ
と
が
起

こ
っ
た
ら
、
こ
の
「
前
向
き
に
生
き
る
」
と

い
う
言
葉
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
を
救
う
も
の
は
、
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
潜

ん
で
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
自
分
を
愛
し
、
他
を
愛
せ
る
人

間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

後
文
省
略 

  

 

生
徒
の
活
躍 

 

 

書
初
中
央
展 

金
賞 

髙
橋
（
３
年
） 

吉
川
・
八
木
沢
・
古
谷
（
１
年
） 

青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

課
題
図
書
の
部 

佳
作 

小
堀
（
２
年
） 

自
由
図
書
の
部 

佳
作 

齋
藤
（
２
年
） 

優
良
賞 

大
橋
（
１
年
） 

 
 

宇
河
東
部
地
区
中
学
校
剣
道
錬
成
大
会 

女
子
団
体 

３
位 

２
年
女
子
個
人
３
位 

大
場･

田
宮(

２
年) 

１
年
男
子 

準
優
勝 

三
村
（
１
年
） 

協
会
長
杯
争
奪
中
学
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
宇
河
大
会 

 
 
 
 

男
子
の
部 

３
位 

宇
都
宮
河
内
地
区
書
初
展 

金
賞 

 

髙
橋
（
３
年
） 

八
木
沢･

吉
川･

古
谷(

１
年)

 

銀
賞 

 

植
竹
（
２
年
） 

 
 
 
 
 

毛
利
・
横
堀
（
１
年
） 

銅
賞 

 

佐
藤
・
佐
多
（
２
年
） 

う
つ
の
み
や
ジ
ュ
ニ
ア
芸
術
祭
学
校
美
術
展 

 

デ
ザ
イ
ン
の
部 

銅
賞 

小
森
（
２
年
）
、

鈴
木
（
１
年
） 

 

絵
画
の
部 

 
 

銅
賞 

釜
井
（
１
年
） 

立
体
の
部 

 
 

銅
賞 

塚
原
（
２
年
） 

 

川
柳
の
部 

 
 

銅
賞 

根
本
（
１
年
） 
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宇
都
宮
地
区
剣
道
錬
成
大
会 

２
年
女
子
個
人
Ｄ 

３
位 

田
宮
（
２
年
） 

１
年
男
子
個
人
Ｂ 

優
勝 

三
村
（
１
年
） 

１
年
男
子
個
人
Ｇ 

準
優
勝 

佐
々
木(

１
年)

 

１
年
女
子
個
人
Ｄ 

３
位 

松
下
（
１
年
） 

栃
木
県
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会 

１
年
の
部 
３
位 

伊
藤
・
加
藤
（
１
年
） 

 
 
 
 
 
 

５
位 
平
山
・
荒
井
（
１
年
） 

税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
展 

入
選 

小
林
（
１
年
） 

サ
イ
エ
ン
ス
・
グ
ラ
ン
プ
リ 

理
科
研
究 

佳
作 

増
子
（
１
年
） 

栃
木
県
学
校
教
育
書
写
書
道
作
品
展 

 

条
幅
の
部 

特
賞 

古
谷 

宇
都
宮
市
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル 

書
道
の
部 

 

優
秀
賞 

 

毛
利
（
１
年
） 

栃
木
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

ス
キ
ー
（
ア
ル
ペ
ン
・
大
回
転
）
女
子
３
位 

ス
キ
ー
（
ア
ル
ペ
ン
・
回
転
） 

女
子
２
位 

 

女
子
総
合 

 

２
位 

以
上 

高
倉
（
１
年
） 

宇
河
地
区
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ 

優
勝 

真
家･

石
川
（
１
年
） 

３
位 

星
野･

佐
藤
（
１
年
） 

 

宇
都
宮
市
理
科
研
究
展
覧
会 

銅
賞 

 
 

 
 

 

増
子
・
松
本
・
牧
山
・

平
山
・
宗
寛
・
来
原
・

大
貫
・
山
口
（
１
年
） 

宇
河
地
区
弓
道
１
年
生
大
会 

男
子
団
体 

 

３
位 

 

卒
業
時
表
彰
（
３
年
生
徒
が
主
と
な
り
ま
す
） 

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
表
彰 

宇
都
宮
市
青
少
年
賞 

 
 

髙
橋 

 

宇
都
宮
市
模
範
青
少
年 

 

宮
川 

 

義
務
教
育
９
年
間
皆
勤
賞 

舟
越 

 

中
学
校
３
年
間
皆
勤
賞 

 
 

青
山
・
谷
津 

渡
邊
・
渡
邉 

中
村 

宇
都
宮
市
民
賞 

 
 
 
 

半
田
・
中
里 

栃
木
県
教
育
委
員
会
表
彰 

 
 

栃
木
県
各
種
大
会
優
勝
者
等
表
彰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半
田
・
中
里 

青
少
年
育
成
河
宇
地
区
連
絡
協
議
会
表
彰 

善
行
生
徒
表
彰 

 
 
 
 

塚
原 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
都
宮
表
彰 

善
行
少
年
表
彰 

 
 
 
 

髙
橋 

栃
木
県
中
学
校
体
育
連
盟
表
彰 

体
育
運
動
優
良
生
徒
表
彰 

石
川
・
田
代 

優
秀
選
手 

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

島
田 

卓
球  

 
 

横
松
千(

１
年)

 

ス
キ
ー 

 
 

 

高
倉 

(

１
年) 

 

有
望
選
手 

 

卓
球  

 
 

加
藤
・
横
松
香 

 
 
 
 
 
 
 

柔
道 

 
 

 
 

小
森
・
中
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

島
田 

部
活
動
精
励
賞
（校
内
表
彰
） 

来
原
・
谷
津
・
高
橋
・
植
松
・
石
原

磯 

・
田
代
・
吉
澤
・
平
出
・
太
田

三
浦
・
田
仲
・
伊
藤
・
寺
田 

同
窓
会
長
賞
（校
内
表
彰
） 

 
 

島
田
・
横
松
香
・

中
村
・
濵
野
・
檜
垣 

 
 

三
村
・
髙
橋
・
小
森
・
千
葉
・
田
中 

 
 

長
谷
川
・
半
田
・
中
里 

 

あ
と
が
き 

平
成
二
十
二
年
度
が
間
も
な
く
終
了
い
た 

し
ま
す
。
震
災
と
い
う
一
大
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
学
校
は
復
活
し
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で

ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
、
三
年
生
は
本
校
を
卒
業
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
に
向
か
っ
て
立
派
に
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
・
二
年
生
は
、
４
月
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
上
級
学
年
に
進
級
し
ま
す
。
各
学
年
・

学
級
、
そ
し
て
個
々
の
生
徒
が
、
さ
ら
に
飛

躍
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
今
年
度

も
本
校
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

次
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


